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１
２
月
１
７
日
（
土
）
、
西
武
池
袋
駅
発
８

時
５
分
の
快
速
急
行
長
瀞
行
に
乗
車
。
電
車
は

少
し
遅
れ
て
９
時
過
ぎ
に
高
麗
駅
に
到
着
。
参

加
者
と
芋
煮
の
分
担
は
、
太
田
（
舞
茸
、
シ
イ

タ
ケ
）
、
星
野
（
幸
）
（
長
ネ
ギ
）
、
神
山
（
ゴ

ボ
ウ
）、
坂
巻
（
し
め
じ
）、
星
野
親
子
（
う
ど

ん
）、
和
田
（
こ
ん
に
ゃ
く
）、
神
吉
（
牛
肉
）、

奥
村
（
里
芋
）
、
及
川
、
岩
岳
（
め
ん
つ
ゆ
）
、

戸
丸
（
焼
き
豆
腐
）
の
１
２
名
。 

【
宗
像
さ
ん
は
不
参
加
で
す
が
、
う
ど
ん
つ
ゆ

を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
】 

 

快
晴
の
駅
前
で
身
支
度
、
体
操
を
す
る
。 

 

少
し
遅
れ
て
い
る
岩
岳
さ
ん
を
待
つ
間
、
駅

前
で
頭
の
体
操
の
ゲ
ー
ム
を
す
る
。
神
吉
さ
ん

の
リ
ズ
ム
体
操
？
の
よ
う
な
も
の
と
坂
巻
さ

ん
の
後
だ
し
で
負
け
る
じ
ゃ
ん
け
ん
で
、
面
白

く
老
化
防
止
に
効
果
て
き
め
ん
か
？ 

「
高
麗
駅
の
標
高
は
１
１
０
ｍ
で
、
日
和
田
山

は
３
０
５
ｍ
、
本
日
の
高
低
差
は
１
９
５
ｍ
」 

 

 

９
時
４
８
分
、
出
発
。
真
っ
青
な
空
に
雲
一

つ
な
く
、
陽
ざ
し
は
た
っ
ぷ
り
だ
。
駅
前
広
場

か
ら
駅
の
横
の
階
段
を
上
が
り
線
路
沿
い
を

少
し
進
む
と
す
ぐ
左
の
踏
切
を
渡
る
。
「
台
」

の
信
号
で
広
い
車
道
を
横
切
る
。
道
端
で
は
野

菜
を
無
人
で
販
売
し
て
い
る
。
ネ
ギ
、
大
根
、

白
菜
、
み
か
ん
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
新
鮮
な

も
の
が
並
ん
で
い
る
。
生
垣
の
さ
ざ
ん
か
の
ピ

ン
ク
が
き
れ
い
だ
。 

 

９
時
５
５
分
、
路
地
を
右
に
曲
が
る
。
巾
着

田
、
高
麗
神
社
方
向
の
案
内
看
板
が
あ
る
。
突

き
当
る
と
水
天
の
碑
が
あ
る
。
２
０
０
年
ほ
ど

前
に
干
ば
つ
や
洪
水
、
水
難
事
故
な
ど
を
鎮
め

る
た
め
に
台
村
の
人
々
が
建
て
た
も
の
だ
そ

う
だ
。
左
に
道
は
曲
が
っ
て
ゆ
く
。 

 

正
面
に
は
日
和
田
山
が
青
空
の
下
に
く
っ

き
り
と
台
形
の
よ
う
な
形
を
見
せ
て
い
る
。
山

頂
手
前
の
金
刀
比
羅
神
社
も
見
え
る
。 

 

１
０
時
。
鹿
台
橋
の
信
号
を
渡
る
。
右
方
向

に
行
く
と
鹿
台
橋
で
高
麗
川
を
渡
る
。
高
麗
本

郷
の
信
号
を
左
に
曲
が
り
緩
や
か
な
坂
道
を

上
っ
て
ゆ
く
。
「
県
立
奥
武
藏
自
然
公
園
」
の

看
板
が
立
っ
て
い
る
。 

 

１
０
時
９
分
、
「
日
和
田
山
」
の
看
板
に
従

っ
て
左
に
入
っ
て
い
く
。
目
の
前
に
雑
木
林
が

見
え
て
く
る
。
切
り
干
し
大
根
や
唐
辛
子
、
菜

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
２
９
０
号 

２
０
１
７
年 

新
年
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
って
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

２
０
１
６
年
の
締
め
く
く
り
は
、
日
和
田
山
に
登
り
、
巾
着
田
横
の
河
原
で
た
き
火
と
芋
煮
を
楽
し
む
。 
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花
な
ど
を
道
端
で
無
人
で
販
売
し
て
い
る
。
そ

の
先
で
は
、
小
石
や
板
に
き
れ
い
な
花
や
鳥
な

ど
を
書
い
て
販
売
し
て
い
た
。 

 

１
０
時
１
３
分
、
林
に
入
っ
て
ゆ
く
。
木
漏

れ
日
が
美
し
い
、
緩
や
か
な
雑
木
林
が
続
い
て

い
る
。
最
近
建
て
替
え
ら
れ
た
の
か
き
れ
い
な

公
衆
ト
イ
レ
が
あ
る
。
左
に
回
り
込
む
よ
う
に

上
っ
て
ゆ
く
と
、
針
葉
樹
の
森
に
な
る
。 

 

１
０
時
２
３
分
大
き
な
鳥
居
前
に
到
着
。
小

休
止
。
目
の
前
が
男
坂
と
女
坂
の
分
岐
だ
。 

 

１
０
時
３
０
分
、
右
の
女
坂
の
ル
ー
ト
を
進

む
。
陽
ざ
し
が
温

か
く
シ
ャ
ツ
一

枚
で
も
大
丈
夫

だ
。
１
０
時
３
８

分
、
少
し
登
り
に

く
い
岩
場
に
出

る
。
つ
か
ま
り
な

が
ら
慎
重
に
登

る
。
左
方
向
に
曲

が
っ
て
ゆ
く
と
、

再
び
自
然
林
が

混
じ
っ
て
き
て

こ
こ
も
ま
た
木

漏
れ
日
が
美
し

い
。 

 

１
０
時
４
７

分
、
金
刀
比
羅
神

社
前
の
展
望
の

良
い
岩
場
に
到
着
。
南
西
方
向
に

は
奥
多
摩
の
山
越
し
に
真
っ
白

な
富
士
が
上
半
身
を
見
せ
て
い

る
。
先
月
行
っ
た
高
水
三
山
が
す

ぐ
右
に
あ
る
は
ず
だ
。
眼
下
の
巾

着
田
が
は
っ
き
り
そ
の
巾
着
の

形
を
見
せ
て
い
る
。
富
士
の
左
側

に
は
丹
沢
の
尾
根
、
一
番
左
に
は

大
山
の
三
角
形
の
形
が
は
っ
き

り
と
わ
か
る
。
そ
の
左
に
は
も
う

目
立
っ
た
山
は
見
え
な
い
。
尾
根

は
太
平
洋
へ
と
向
か
っ
て
い
る

と
い
う
感
じ
だ
。 

 

展
望
地
に
は
た
く
さ
ん
の
人

が
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
休
憩

し
て
い
る
。
手
軽
に
登
れ
る
の
に

い
い
景
色
が
楽
し
め
る
素
敵
な

山
だ
。 

 

す
ぐ
裏
の
山
頂
に
向
か
う
。
神

社
の
裏
が
大
岩
の
岩
場
で
右
の

う
回
路
で
登
る
。
岩
を
登
る
の
も

一
の
ぼ
り
だ
が
無
理
せ
ず
に
安

全
策
で
行
く
。
少
し
行
っ
て
小
山

の
手
前
を
左
に
行
け
ば
高
指
山

方
面
だ
が
、
右
の
山
頂
へ
。
ち
ょ

っ
と
上
っ
て
す
ぐ
に
左
に
回
り

込
む
と
目
の
前
が
山
頂
だ
。 

 

１
１
時
、
日
和
田
山
山
頂
。
本

当
に
小
さ
な
小
山
と
い
っ
た
感

２
０
１
７
年
の
幕
開
き
は
大
山
参
り
で
す
！ 

１
月
１
５
日
（
日
）
丹
沢
の
大
山
（
１
２
５
２
ｍ
）
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス 

歩
行
約
４
時
間 

 

コ
ー
ス
は
３
パ
タ
ー
ン
計
画
、
①
日
向
薬
師
に
下
山
、
入
浴 

②
ケ
ー
ブ
ル
で
往
復 

③
蓑
毛
に
下
山 

※
参
加
者
に
よ
っ
て
当
日
決
定
し
ま
す
。 

  

○
持
ち
物 

昼
食
、
飲
料
水
、
非
常
食
、
ポ
ッ
ト
に
お
湯
、 

 

カ
ッ
プ
、
雨
具
、
傘
、
ス
パ
ッ
ツ
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、 

 

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ(

予
備
電
池)

、
地
図
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、 

 

（
痛
み
止
め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、 

 

ち
り
紙(

ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー)

、
予
備
靴
紐
、
ラ
イ
タ
ー
か
マ
ッ
チ
、 

 
 

 

ナ
イ
フ
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
磁
石
、
他 

 

申
し
込
み
は 

１
月
１
３
日
（
金
）
ま
で
に 

現在の収支 

繰越     26565 円 

収入    7000 円 

 

支出 

印刷費    1000 円 

コピー代    400 円 

現在高    32165 円 

切
手
残
数 

 

８
２
円
切
手 

 

１
１
８
枚 

４
０
円
切
手 

１
３
１
枚 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

http://www.geocities.jp/hakonegumi1991/ 

集合 １月１５日（日） 

小田急線新宿駅 ７：０１発 

急行小田原行き（前から３両目車内） 
途中駅発 代々木上原7：06 下北沢7：09  

 経堂7：13 成城学園7：17 登戸7：20 

 向ヶ丘遊園7：22 新百合ヶ丘7：28    

 相模大野7：39 海老名7：49 

伊勢原７:５９着（バス乗換）8：20発

大山ケーブル行き 
 

交通費(片道)電車590円、バス310円、

ケーブル630円  

神
吉
さ
ん
よ
り
４
０
円
切

手
を
１
３
１
枚
と
５
０
０

０
円
、 

岩
岳
さ
ん
よ
り
２

０
０
０
円
頂
き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 
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じ
で
こ
ん
も
り
と
し
た
山
頂
だ
。
東
に
は
筑
波

山
。
都
心
方
面
に
は
高
層
ビ
ル
や
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
も
確
認
で
き
る
。
展
望
の
岩
場
よ
り
は
人
は

少
な
い
静
か
な
山
頂
だ
。
記
念
撮
影
を
す
る
。 

 

１
１
時
１
３
分
、
下
山
開
始
。
元
来
た
道
を

戻
る
。
展
望
地
で
も
う
一
度
景
色
を
楽
し
ん
で

降
り
て
ゆ
く
。
岩
場
は
慎
重
に
。 

 

１
１
時
４
８
分
、
山
の
入
口
に
戻
る
。
途
中

た
き
び
の
材
料
の
木
々
を
拾
い
、
各
々
持
ち
な

が
ら
河
原
に
向
か
う
。 

 

１
２
時
頃
、
巾
着
田
の
西
側
の
河
原
に
到
着
。

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
て
焚
火
の
位
置
を

決
め
、
芋
煮
の
コ
ン
ロ
の
位
置
を
決
め
る
。
神

吉
さ
ん
に
芋
煮
を
担
当
し
て
も
ら
い
、
戸
丸
は

焚
火
の
準
備
、
用
意
し
て
き
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を

出
し
て
た
き
火
を
始
め
る
。 

 

し
ば
ら
く
す
る
と
こ
こ
の
管
理
人
と
思
わ

れ
る
人
が
来

て
た
き
び
は

禁
止
で
す
と

言
わ
れ
る
。

し
か
し
始
ま

っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
み

ま
せ
ん
と
言

っ
て
控
え
め

に
そ
の
ま
ま

続
け
た
。 

 

（
管
理
上

の
事
だ
と
思
う
が
、
今
の
世
の
中
ど
う
し
て
こ

う
や
っ
て
自
由
に
楽
し
む
こ
と
を
許
し
て
く

れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
昔
は
飯
能
の
川
で
も
ず

い
ぶ
ん
楽
し
ん
だ
の
だ
が
今
は
出
来
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

話
は
違
う
が
沖
縄
名
護
の
ホ
テ
ル
前
で
も

１
１
月
は
遊
泳
禁
止
と
言
わ
れ
て
悲
し
い
気

分
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
少
し
泳
い
だ
の
だ
が
） 

 

そ
れ
は
と
に
か
く
、
予
定
通
り
た
き
び
も
焼

き
芋
も
進
行
し
た
。
大
鍋
で
は
芋
煮
が
美
味
し

く
完
成
し
、
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
が
空
い
て
芋
煮

会
は
大
成
功
。
い
つ
も
の
よ
う
に
持
ち
寄
り
の

惣
菜
が
並
び
、
地
元
で
買
っ
た
み
か
ん
も
配
ら

れ
た
。
芋
煮
が
少
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
う
ど

ん
を
入
れ
、
恒
例
の
芋
煮
う
ど
ん
の
完
成
。
お

腹
い
っ
ぱ
い
の
幸
せ
を
感
じ
た
。 

 
青
空
の
下
で
ワ
イ
ワ
イ
や
る
の
は
と
て
も

楽
し
い
。
風
も
無
く
穏
や
か
な
河
原
だ
っ
た
。

も
う
い
い
頃
と
焼
き
芋
を
取
り
出
し
て
み
た
、

一
部
小
さ
な
も
の
は
焼
け
過
ぎ
だ
っ
た
が
ほ

と
ん
ど
の
芋
は
美
味
し
く
こ
ん
が
り
と
焼
け

て
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。 

 

穏
や
か
な
河
原
で
は
食
後
の
ん
び
り
と
横

に
な
っ
て
昼
寝
を
す
る
人
が
何
人
も
い
た
。 

 

３
時
１
５
分
、
き
れ
い
に
片
づ
け
た
後
出
発
。 

 

す
ぐ
上
流
の
小
さ
な
魚
道
の
よ
う
な
堰
堤

が
渡
れ
そ
う
で
行
っ
て
み
た
が
最
後
の
と
こ

ろ
で
水
が
多
く
元
に
戻
っ
た
。
戸
丸
一
人
が
わ

た
っ
た
。
橋
で
合
流
。
少
し
先
の
野
菜
の
無
人

販
売
に
ま
た
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。 

 

４
時
頃
、
高
麗
駅
に
到
着
。
電
車
の
心
地
よ

い
揺
れ
に
眠
気
を
誘
わ
れ
な
が
ら
帰
途
に
就

く
。 

 

２
０
１
６
年
も
無
事
に
箱
根
組
を
終
了
し

ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
い
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
計

画
し
ま
す
。 

 

※
２
０
１
７
年
夏
の
予
定 

 

７
月 

南
ア
ル
プ
ス
仙
丈
ケ
岳
テ
ン
ト
泊 

 

８
月 

群
馬
・
玉
原
高
原
バ
ス
ツ
ア
ー 
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